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　３月10日（金）、旭川市大雪クリスタルホールにて旭川米生産流通協議会（あさひかわ・たいせつ・

東旭川・東神楽の４ＪＡで構成）主催による、平成28年度高品質米生産者表彰式と生産者総合研修会が

開催されました。

　高品質米表彰は、作付面積5.5haを境に部門を２つに分け「ほしのゆめ・きらら３９７・ななつぼし・

ゆめぴりか」の４品種を対象に、同協議会が掲げる「生産目標」の基準を満たした玄米の「単位面積当

たり出荷数量」により選考された上位者を表彰するものです。

　本年、当ＪＡから各部門に推薦された生産者より、第１部門で西中敏美さん（鷹栖地区）が最高位の

金賞を受賞、次いで右井正一さん（東鷹栖地区）が銀賞、また第２部門で、関口賢二さん（東鷹栖地区）

が銀賞を受賞されるなど、総勢８名が優秀な成績を納め協議会会長である柿林会長（柿林組合長）より

賞状と副賞が授与されました。

　表彰式に引き続き生産者総合研修会では、「美味しい北海道米の安定生産に向けて」と題し、上川農

業試験場長の田中英彦氏より、北海道米の育種による歴史と近年発生が多く見受けられる白未熟粒につ

いてご講演をいただき、参加者は熱心に耳を傾けておりました。

第１部門銀賞
右井 正一 さん

第２部門銀賞
関口 賢二 さん

第２部門地区優秀賞
川上 信幸 さん

旭川米生産流通協議会 平成28年度高品質米生産者表彰式 開催

当地域より「金賞」１名と「銀賞」２名を含む
　　　　　   合計８名が高品質米表彰を受賞！

平成28年度高品質米生産者表彰受賞者
【第１部門】対象面積5.5ha以上
　金　　　賞 ： 西中　敏美さん（鷹栖地区　18町内会）

　銀　　　賞 ： 右井　正一さん（東鷹栖地区　27区- ２農事組合）

　特　別　賞 ： 傳里　隆男さん（東鷹栖地区　21区農事組合）

　特　別　賞 ： 松田　直人さん（鷹栖地区　瑞穂町内会）

【第２部門】対象面積5.5ha未満
　銀　　　賞 ： 関口　賢二さん（東鷹栖地区　15区農事組合）

　地区優秀賞 ： 川上　信幸さん（鷹栖地区　17区町内会）

　特　別　賞 ： 澤田　竹次さん（東鷹栖地区　29区農事組合）

　特　別　賞 ： 石井　征男さん（鷹栖地区　18町内会）
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平成28年度北海道産業貢献賞表彰式

旭川中央防犯協会より感謝状授与

　２月27日（月）、平成28年度北海道産業貢献賞表彰式が札幌市の京王プラザホテルで開催され

ました。柿林代表理事組合長をはじめ農業関係のそれぞれの分野で永年にわたり献身的な努力を

重ねられ、本道の農業・農村の発展に多大な貢献をしてこられた21名の方々へ主催をした北海道

の荒川裕生副知事より表彰状が授与されました。

　長きに渡って地域における防犯意

識の普及高揚など積極的に地域安全

活動を推進し、警察活動に協力した

ことにより、３月２日（木）旭川中

央警察署長室において旭川中央防犯

協会常任理事を務める柿林代表理事

組合長に感謝状が授与されました。

　金融窓口における犯罪抑制の啓蒙

や防犯訓練活動などに貢献した功績

が認められたもので、この日同表彰

では、ＪＡあさひかわの白鳥組合長、

道北バス株式会社の松本会長、株式

会社湯浅の湯浅社長についても、旭川中央警察の永嶋署長からお礼の言葉と感謝状を受け取りま

した。
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１ 適期は種に努めましょう！

移植日 は種日 浸種始め 備　考
5月20日 4月15日～20日 4月5日～10日

ハウス内の融雪は、は種の２週間
以上前を目処とする。5月25日 4月25日 4月15日

5月30日 4月30日 4月20日

★育苗日数の目安：成苗ポット３０～３５日　　中苗マット３０日
※上記日数はあくまでも目安とし、苗の生育に合わせた移植に努めましょう！

２ 健苗の育成
(1)「ずんぐり苗」に育てましょう！
　「ずんぐり苗」は丈が短く腰が太い苗で、移植後の強風や低温にも強い苗です。
また、根長・根量が多く活着・分げつが旺盛になり初期生育が優れます。「ずん
ぐり苗」を育成し収量・品質を向上させましょう。
(2) 早期異常出穂の防止！
早期異常出穂は通常の葉数を確保しないうちに主茎のみ早期（７月上～中旬）

に出穂する現象で、品質の低下やタンパク値上昇の原因となります。早生品種
ほど感温性が高くなり、2.5 葉以降に25℃以上となると早期異常出穂が発生
しやすくなります。また、育苗日数が長いと苗の徒長や葉数の過多、遅植えも
発生を助長します。早期異常出穂を防止するため、2.5 葉期以降は25℃以上
にならないようにハウスを管理します。
(3) 生育ステージに合わせた適切な温度・水管理を！

たいせつ
なここがポイント

ＪＡたいせつ営農部　農産販売課

水稲編
　昨年は早期融雪で春作業もスムーズに進行し、は種後の好天で良質な苗が多く見受
けられました。適切なハウス管理による健全な苗作りが良質米を安定生産するための
第一歩となります。再度「育苗のポイント」を確認し、良質苗作りに努めましょう。

【移植時の目標葉数】
ゆめぴりか：3.6 ～ 4.3 葉
ななつぼし：3.6 ～ 4.0 葉
きらら397：3.6 ～ 4.4 葉

【管理目標：根の発育促進】
◎高温・過湿を避け、適乾燥化で根を伸ばす（立枯病、褐条病防止）。
◎かん水は早朝、葉先に水滴が少ない場合はたっぷりかん水。
◎白い芽が 70％見えたら被覆資材を除去する。1葉までのハウス適温は 22℃～25℃で
25℃以上にならないよう換気する（徒長苗に注意）。

夜間昼間

20℃～25℃ 10℃以上

肩換気が基本、
高温時は裾換気

極端な低温管理は
後半の草丈が伸びない

温度計は葉先の
近くで測定する

【管理目標：出芽の促進】
◎二重被覆で保温、適正水分を保つ。
◎出芽期に低温、日照不足が続く場合は、シルバーポリは昼間除去する。

30℃～32℃

ハウス温度
35℃以下

籾位置の温度
30℃～32℃

出芽揃い
まで

出芽揃い～
1.5 葉期

かん水管理のポイント！
● 早朝に葉先の水滴がなくなったときと、日
中に葉先の展開が悪くなった時に実施する。

● 少量で複数回に分けてかん水すると土壌過
湿の原因となるため、晴天時の早朝に一度
に十分かん水し床土全体に浸透させる。

● 午前 10時頃までに終わらせると、地温の
上昇が期待できる。
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たいせつ
なここがポイント

１ 秋まき小麦
　起生期追肥の時期となりました。必ず茎数を確認し、ほ場に合わせた追肥を行いましょう。

【標準的な茎数（1,000本前後 /㎡）のほ場追肥量の目安】
品　種 時　期 肥料名 分肥量 チッソ成分

きたほなみ
起生期（4月上旬）

硫安
30kg/10a 6.3kg/10a

幼形期（5月上旬） 20kg/10a 4.2kg/10a

作業軽減に繋がる「置床鎮圧育苗法」を実践しましょう！
　水稲育苗ハウスで耕起後に鎮圧ローラーを使って置床を踏み固めた上に成苗ポットを設置する方法です。苗箱設置時
間の短縮や苗取時の負担軽減が期待できますので、是非ご検討ください。

①早めに融雪して置き床を十分に乾燥させる。
② ハウス全体を均平にし、靴で踏んでも足跡
がつかない硬度まで仕上げる。
③ローラーは振動させない。
④ 鎮圧後は段差直しを行い、置床とポットの
隙間を作らない。

置床鎮圧育苗法のポイント！

※ 実施をご検討される方は、農産販売課
　（57－2357）までお問い合わせ下さい。

畑作編
茎数の確認方法
　生育の中庸な地点の0.5m当たりの茎数を２～３か所調査
　㎡当たりの茎数＝畦長0.5m当たりの茎数（本）÷畦幅（m）÷0.5（m）
　　　　　（例）畦長0.5m当たりの茎数150本、畦幅0.3m（30cm）の場合
　　　　　　　150本÷0.3m÷ 0.5m＝ 1,000本 /㎡

２ 春まき小麦
　ほ場の乾燥化をすすめ、可能な限り早期は種（4月中）に努めましょう。
　また、ほ場のｐＨ5.5 ～ 6.0 になるよう矯正しましょう。

【春まき小麦の播種量および土壌別施肥量】

品　種 土壌区分 播種量
肥料成分 施肥例

チッソ リン酸 カリ 肥料名（10a当たり）

春よ恋
低地土

15㎏ /10a
8 kg 12 kg 8 kg BB532（50㎏）又はBB082（80㎏）

泥炭土 6 kg 14 kg 9 kg BB082（60㎏）
台地土 9 kg 14 kg 8 kg BB532（60㎏）又はBB082（90㎏）

３ 大豆・小豆
　豆類は湿害を受けやすく、茎疫病の発生を助長することから排水対策をしっかり行ってください。ほ場は
pH6.0 ～ 6.5 に矯正し、連作3年目以降になると連作障害の発生が増加しますので、計画的なほ場の転換を実施
しましょう。

ローラーによる
鎮圧作業工程

一般の
作業工程

耕
　
起

耕
　
起

施
　
肥

施
　
肥
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土
・
整
地
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整
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ロ
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置
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踏
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≪作業工程イメージ≫

≪作業時間軽減の目安≫

区分 鎮圧作業 整地作業 ポット定置 合計
鎮圧作業 1.5 時間 0.5 時間 2.5 時間 4.5 時間
慣行育苗 － 1.5 時間 ５時間 6.5 時間

（125坪ハウス・成苗ポット1,640枚・3名での作業時間、Ｈ27上川
農業普及センター実施調査）
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

　ＪＡたいせつ農産物販売協議会総会が本所営農センター

２階会議室にて開催されました。原会長の挨拶の後、松原

代表理事専務より来賓の挨拶を頂き、平成 28 年度運営報

告及び販売実績兼会計報告と平成 29 年度の運営・収支計

画について審議され、原案通り承認されました。

　総会では、平成 28 年度の販売額が 151,534 千円（前年

対比 131.8％）の実績となり、平成 29 年度も会員間の情

報共有・栽培技術の向上、研修会の開催を通じて更にレベ

ルアップできるよう努め、たいせつ地域の重要な情報発信

基地として、取り組むことを確認し合いました。

　また、任期満了により役員改選が行われ、新会長に黒川

千代子さんが選任され承認されました。

２月 23 日（木）　ＪＡたいせつ農産物販売協議会総会

　四季の里（鷹栖町）にて６名の参加で学習会を開催し、

食パンと丸パンと桜餅を作りました。

　食パンと丸パンは、ノーマルなものと黒ごま入りの２種

類を作り、生地が思うように発酵せず、発酵時間を少しず

つ延長しながら様子を見ていき、無事にふんわりとしたパ

ンが焼き上がりました。焼きたての丸パンにはハムなどの

具材をはさみ、昼食として食べました。

　桜餅は、蒸しあがったばかりのもち米にあんを包む作業

が熱さとの闘いでした。成形の際にはそれぞれの個性が出

ており、約 100 個出来上がりました。

３月２日（木）　農産加工研究部会学習会

　本所事務所大会議室にて、ＪＡたいせつの顧問弁護士を

務めていただいている田代耕平氏による相続セミナーが開

催され、54 名の組合員の方々が参加されました。

　田代弁護士には「今すぐ始めよう！農家の事業承継対策」

～相続・遺言・成年後見・農地売買・農業法人～をテーマ

に、トラブル回避や各種制度の説明、基礎知識についてご

講演いただきました。

　近年関心が高まっているテーマだけに参加者のみなさん

も熱心に耳を傾けて受講されていました。

３月３日（金）　田代耕平弁護士による相続セミナー
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

　平成 29 年度女性部役員と地区リーダー（班長）を対象

に「地区リーダー（班長）研修」が開催され、26 名が参

加しました。

　まず「き花の杜」にて見学と買い物を楽しみ、ひな祭り

という事もあり、沢山お土産を買いました。

　見学後は「万葉の湯」へと向かい、リーダー会議を行い

ました。今年度の活動内容の確認や、古切手等回収の呼び

掛けをしました。会議終了後は皆さんで昼食をとりながら

和気あいあいとおしゃべりをしたり、温泉に入ったりする

など、春作業を目前に控えゆったりとした時間を過ごしま

した。

３月３日（金）　ＪＡたいせつ女性部地区リーダー (班長 )研修

　春の日差しが輝きを増し、木々の芽もほころび始める中、

比布町「遊湯ぴっぷ」でＪＡたいせつ鷹栖年金友の会定期

総会が会員 52 名の出席のもと開催されました。

　総会にあたり、影近会長の挨拶のあと、議案が上程され

満場一致で承認されました。

　総会終了後は、施設のお風呂でくつろいだのち、坂本副

会長による祝杯の音頭のあと、にぎやかな懇親会が始まり

ました。カラオケ披露のあとには、ビンゴ大会も開催され

一喜一憂して大いに盛り上がり皆さん満足した顔で帰路に

つきました。

　これからも季節が徐々に移り変わりますが、会員の皆さ

んはお体に気をつけて来たるべきパークゴルフ大会に備え

て下さい。

３月 13 日（月）　ＪＡたいせつ鷹栖年金友の会定期総会・懇親会

　平成 29 年度の加工実習が３月８日（水）から始まり、

初回は蒸しカステラを作りました。７名の部員が参加し、

小麦粉、三温糖、醤油などを材料に、全部で 480 個作りま

した。一度に蒸すことが出来る量が120個までだったので、

４回に分けて蒸していき、蒸し上がりと同時に素晴らしい

チームワークで手早く小袋に詰めました。甘じょっぱさが

美味しい蒸しカステラは、これからの農繁期のおやつや朝

食に最適で、参加者の皆さんは箱いっぱいに持ち帰りまし

た。

　この他に３月の加工実習は、12 日に豆腐・おこし、15

日には五目の具を作りました。

３月８日（水）　自家生産物加工グループ加工実習
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

　たいせつ農協東鷹栖年金友の会総会が、たいせつ農協本

所事務所会議室で昨年より多い 90 名の出席者により開催

されました。

　谷口会長の挨拶と年金友の会顧問の柿林代表理事組合長

の挨拶の後、議長の中谷芳春さんの進行で議事に入りまし

た。平成 28 年度事業報告並びに会計報告、平成 29 年度事

業計画並びに会計予算（案）などが提案され、全議事原案

通り承認されました。

　総会終了後の研修会では、旭川中央警察署の方からテー

マ「高齢者の交通安全について」の講話を受けました。昨

年の北海道や旭川市で発生した事故について、歩行者・自

転車・車の運転者の事故防止について、改正した道路交通法についての話をいただきました。最後には

反射グッズのプレゼントもあり、大変有意義な研修会でした。

　たいせつ農協東鷹栖年金友の会は、本年度もパークゴルフ大会や旅行など、魅力ある活動をして会員

の皆さんの親睦を図っていきます。たいせつ農協で年金を受給されている方は、友の会に加入して楽し

い活動をしてみませんか。詳しい内容は金融課貯金係までお気軽にお問合せください。

３月 16 日（木）　たいせつ農協東鷹栖年金友の会総会

　本所営農センター会議室にて、第４回定期総会が役員

10 名の出席により開催されました。

　中山会長の挨拶の後、会長が議長となり、平成 28 年度

事業報告並びに収支決算書、平成 29 年度事業計画（案）

並びに収支予算（案）などについて十分な協議の上、可決

承認されました。

　平成 28 年度事業報告の中では、当協議会で所有してい

る機械のリース事業実績についても報告され、今後のさら

なるリース事業の充実を図ることを確認しました。

　なお、当生産組織所有の機械およびリース料金は下記の

とおりとなっておりますので、ご案内致します。

３月 24 日（金）　第４回ＪＡたいせつ生産組織連絡協議会定期総会

〇機械リース料金：10a あたり (税別 )

機　械　名 リース料

クリーンシーダ８条、アッパーロータリー作業幅 220cm 1,500 円

プランター４条 (タバタ ) 900 円

グレンドリル 21 条 ( ノードストン ) 1,000 円

グレンドリル 12 条 ( タバタ ) 900 円

プランター４条 (タバタ ) 700 円
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Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と

「
が
ん
」
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
た
「
世
界
が

ん
デ
ー(

２
月
４
日)

」
に
合
わ
せ
、
チ
ラ
シ
や

告
知
資
材
を
作
成
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま

に
「
が
ん
」
の
正
し
い
知
識
な
ど
情
報
提
供
す
る

と
共
に
、
「
が
ん
共
済
」
「
医
療
共
済
」
の
推
進
活

動
に
も
活
用
し
ま
す
。

※
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

【
旭
川
厚
生
病
院
で
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と
し

て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査

結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま

す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

　

（
℡
０
１
６
６-

３
３-

７
１
７
１　

　

(

内)

２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
新
た
な
販
路

開
拓
に
向
け
国
内
の
食
品
に
携

わ
る
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
し
た

「
第
11
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農

畜
産
物
商
談
会
」（
３
月
７
、
８
日
開
催
、
Ｊ
Ａ
全

農
な
ど
主
催
）
に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん
さ
い
糖

や
乳
製
品
、
北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を
幅
広
く

紹
介
し
た
ほ
か
、
新
た
に
商
品
化
し
た
「
ゆ
め
ぴ

り
か
の
乾
燥
玄
米
入
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
な
ど
を
試

食
提
供
し
、
北
海
道
の
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物

や
加
工
食
品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
で
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者
の
発
表
や

冬
季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
ー
リ
ン
グ

日
本
代
表
『
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
』
の
本
橋
選
手
・

吉
田
（
知
那
美
）
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

サ
イ
ン
色
紙
等
の
当
た
る
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
来
場

者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ポ

ス
タ
ー
の
写
真
を
投
稿
し
て
も

ら
う
等
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
に

取
組
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控
え
た
児
童
養
護

施
設
の
生
徒
向
け
に
、
調
理
実
習
体
験
「
お
と
な

の
食
育
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興
正
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の
取
組
み
は
、
高
校

卒
業
後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ
生
徒
に
規
則
正
し
く

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉
田

講
師
か
ら
の
「
食
」
や
「
栄
養
」
に
関
す
る
座
学
、

乳
製
品
を
使
っ
た
調
理
実
習

体
験
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
自

分
で
作
る
と
美
味
し
い
、
今

後
も
し
っ
か
り
自
炊
し
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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車検は登録月日の１ヶ月前から入庫・検査できます。

メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！メカニックセンターへ！！
組合員の

皆様へ

おしらせその１ おしらせその２

おしらせその３

整備工場・鷹栖セルフ給油所

春のオイル交換キャンペーン
4月１日（土）～5月31日（水）まで

※上記以外のオイルについては対象外となります。
※ オイルエレメントは実費負担となりますのでご了承願います。
※ ディーゼルオイルについては乗用車のみの対応とさせていただき
ます（トラック等の大型は除外）

ディーゼルオイル
824円 /L

10w-30　CF‐4

ガソリンオイル
1,337円 /Ｌ
０ｗ－２０　ＳＮ

半額！

半額！

412円
　　　（税込）/L

669円
　　　（税込）/L

ALLOK!　VIP 会員募集中 !!
入会費1,000円でさらにお得！

ガソリン・軽油が
店頭価格より！

2円引き !
70Ｌ迄 /月

更に！
対象商品購入で

最大23円引き！
70Ｌ迄 /月

春の農作業前に点検整備を！！
トラクター、作業機等の点検整備はお済みですか？
春耕起はすぐそこです。農機具の事前点検・整備を営農コスト低減、
安全作業の為、行ってみては・・・
※ 整備に不安のある方はメカニックセンターまでお問い合わせくださ
い。

特典
１

特典
２

東鷹栖
MC

TEL：0166-57-6084
FAX：0166-57-2073

詳しくは店頭スタッフ

までお気軽に♪

生産資材課より
「毒劇物販売」に係るお願い

　生産資材課では毒劇物に指定されている農薬類をお買い求

めの際は、毒劇物取扱法により住所・氏名の記入、受領印の

押印が義務付けられています。

　ご不便をおかけしますが、ご購入の際には必ず印鑑をご持

参くださいますようお願い致します。

※拇印は不可となります。

第14回通常総代会
開催のお知らせ

と　き　平成29年４月12日水曜日

　　　　　受付　昼12時開始

　　　　　開会　午後１時

ところ　たかすメロディーホール

　　　　　上川郡鷹栖町南２条４丁目

※追伸

　各総代の皆様は、当日「第14回通常総代会議案」「第５次

地域農業振興計画・ＪＡ中期経営計画」をご持参下さい

ＪＡたいせつ
「無料職業紹介所」

よりお知らせ
　ＪＡたいせつ無料職業紹介所では繁忙期の労働力

不足解消にむけて、平成28年度より事業を開始致し

たところではございますが、皆様の需要に答え得る

だけの労働力を確保できなかった状況にございます。

　本年につきましても繁忙期（田植え作業時期）に

少しでも労働力不足を解消できるよう取り組んで参

りたいと考えております。

　そこで、農家ＯＢの方や余力のある方で田植え作

業のお手伝いをいただける方がいらっしゃいました

らお手数ではございますが、ＪＡたいせつ農業振興

課までご連絡下さいます様、お願い申し上げます。

毒劇物を購入する際必要なもの
❶ 住所の記入
❷ 名前の記入（フルネーム）
❸ 印鑑（シャチハタでも可） ＪＡたいせつ営農部農業振興課　☎57－2357

お車・農機・
燃料のことなら

鷹栖
SS

TEL ：0166-87-2409
FAX：0166-87-2445

農家ＯＢの方

　大歓迎です !!
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平成29年度新規採用紹介

甲か

斐い　

直な
お

樹き

　（
旭
川
商
業
高
校
卒
）

営
農
部
農
業
振
興
課

農
業
振
興
係

鈴す
ず

木き　

花か

菜な

　（
旭
川
農
業
高
校
卒
）

営
農
部
農
業
振
興
課

農
業
振
興
係

小こ
ば
や
し林　

海か
い
せ
い晴

　（
旭
川
商
業
高
校
卒
）

営
農
部
農
産
販
売
課

米
穀
販
売
係

芳は

が賀　

沙さ

り

な

里
那

　（
旭
川
大
学
高
校
卒
）

金
融
部
金
融
課

貯
金
融
資
係
（
貯
金
担
当
）

石い
し

田だ　

裕ゆ
う

也や

　（
旭
川
農
業
高
校
卒
）

購
買
部
生
産
資
材
課

生
産
資
材
係
（
鷹
栖
店
舗
）

辺へ
ん

見み　

加か

な

こ

奈
子

　（
旭
川
南
高
校
卒
）

鷹
栖
支
所
管
理
金
融
課

貯
金
共
済
係

2017春の農作業安全確認運動

実施期間 平成29年３月１日（水） ～ 平成29年５月31日（水）

　農林水産省より、「一人一人の安全意識と周囲か

らの「声かけ」から始まる農作業の事故防止」を

重点推進テーマとして、「春の農作業安全確認運動」

を実施しています。

　毎年約350件発生している農作業死亡事故を減少

させるため、事故が多発する春作業の３月～５月

を農作業安全対策の重点期間といたしました。

　これからの繁忙期に向けて、農作業事故に十分

気を付けていきましょう！
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2017/４
月
号
　
第
170号

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日
第
十
三
回

理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
お
い
て
、

農
協
の
貸
付
金
他
全
資
産
の
資
産
査
定

を
実
施
し
、
資
産
の
償
却
引
当
基
準
に

よ
り
貸
倒
引
当
金
を
引
当
て
る
こ
と
で

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
並
び
に
剰
余

金
処
分
案
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
報

告
し
、
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
九
年
度
手
数
料
等
及
び
料

金
・
料
率
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
営
農
賦
課
金
・
各

種
手
数
料
・
料
金
料
率
に
つ
い
て
原
案

通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
平
成
二
十
九
年
度
信
用
供
与
等
の
限

度
額
設
定
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
理
事
に
対
す
る
担
保
貸
付
及
び
担
保

提
供
等
の
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
包

括
事
前
承
認
に
つ
い
て
決
定
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

六
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
農
業

経
営
を
行
う
同
意
に
つ
い
て

　

第
十
四
回
通
常
総
代
会
に
提
案
す
る

事
が
決
定
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

七
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
出
資
金
の
譲
渡
取

得
に
つ
い
て

　

原
案
と
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
役
員
報
酬
額
答
申
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
の
役
員
報
酬
額
に

つ
い
て
、
役
員
報
酬
審
議
会
に
お
い
て

慎
重
審
議
さ
れ
、
理
事
十
二
名
と
監
事

三
名
の
報
酬
答
申
を
受
け
、
原
案
通
り

承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

九
、
北
海
道
常
例
検
査
指
摘
事
項
報
告
書

に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

十
、
平
成
二
十
九
年
度
内
部
監
査
計
画
及

び
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

十
一
、
旭
川
市
農
業
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

十
二
、
就
業
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
第
十
四
回
理

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
並
び
に
剰
余

金
処
分
案
の
再
提
案
に
つ
い
て

　

第
十
三
回
理
事
会
で
提
案
さ
れ
た
平
成

二
十
八
年
度
決
算
並
び
に
剰
余
金
処
分
案

で
一
部
修
正
が
あ
り
、
再
提
案
し
原
案
通

り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
及
び
平
成
二
十
八
年
度
自
己
資
本

比
率
算
出
並
び
に
固
定
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
九
年
度
取
扱
計
画(

案)

に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
各
部
門
事
業
取
扱

計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
平
成
二
十
九
年
度
固
定
資
産
取
得

（
案
）
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
定
款･

監
事
監
査
規
程･

役
員
退
職

慰
労
金
支
給
規
程･

事
業
計
画
規
程
・

子
会
社
管
理
規
程
・
従
業
員
個
人
情
報

取
扱
規
程
・
災
害
対
策
規
程
・
規
程
類

管
理
規
程
・
財
務
管
理
規
程
・
生
乳
受

託
規
程
・
土
地
改
良
業
務
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
第
五
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
Ｊ
Ａ

中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

七
、
定
款
第
五
十
七
条
三
項
に
よ
る
組
合

と
理
事
の
契
約
承
認
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
組
合
員
資
格
審
査
に
つ
い
て

　

組
合
員
資
格
調
査
表
に
て
確
認
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日
第
十
回
監

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
監
査
に
つ
い
て

　

二
月
二
十
日
～
二
十
八
日
に
実
施
さ

れ
る
決
算
監
査
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
九
年
度
監
事
監
査
計
画
に

つ
い
て

　

監
査
実
施
計
画
等
協
議
し
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
八
年
度
内
部
監
査
総
括
報

告
書
に
つ
い
て

　

内
部
監
査
室
か
ら
総
括
報
告
が
あ
り
、

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
第
十
一
回
監

事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
監
査
講
評
に

つ
い
て

　

二
月
二
十
日
～
二
十
八
日
に
実
施
さ

れ
た
決
算
監
査
の
講
評
内
容
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

二
、
常
勤
理
事
者
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

　

常
勤
理
事
に
対
し
決
算
監
査
講
評
を

伝
え
る
日
程
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

３
月

３
月
２
日　

企
画
会
議

３
月
３
日　

第
14
回
理
事
会

　
　
　
　
　

田
代
弁
護
士
に
よ
る
相
続
セ

ミ
ナ
ー

３
月
４
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
採
種
組
合
定

期
総
会

３
月
６
日　

全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
～

10
日

３
月
10
日　

旭
川
米
生
産
流
通
協
議
会
高

品
質
米
生
産
者
表
彰
式

３
月
13
日　

鷹
栖
年
金
友
の
会
総
会

３
月
14
日　

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
通
常
総
会

３
月
15
日　

第
15
回
理
事
会

３
月
16
日　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
総
会

３
月
23
日　

第
16
回
理
事
会

３
月
28
日　

農
協
事
業
懇
談
会
～
31
日

「
た
い
せ
つ
」
の
あ
ゆ
み

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

●
退

　
職

（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）

購
買
部
生
産
資
材
課
生
産
資
材
係

　

（
本
所
資
材
店
舗
）

窪　

田　

幸　

則

購
買
部
機
械
燃
料
課
給
油
所
係

　

（
東
鷹
栖
給
油
所
）

後　

藤　

充　

希
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